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※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１０２５号　平成２０年８月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２０.７.１現在）●人口＝１５６,４２８人（＋４６）　男＝７８,６３０人（＋２４）　女＝７７,７９８人（＋２２）●世帯数＝５９,７９８世帯（＋６３）　●市の面積＝１０３.５４㎢

民
俗
学
者
・
宮
本
常
一
⑬

　
宮
本
が
歩
い
た

　
　
　
　
年
前
の
川
間（
六
）
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昭和３１年に宮本常一が撮影した川間村の写真／
写真提供＝周防大島文化交流センター

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）関宿中央医院（☎７１９８－５１０８）門倉医院（☎７１２４－５３１１）３日（日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）青木クリニック（☎７１９８－７８６４）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）１０日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）新村医院（☎７１３８－２１０３）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）１５日（金）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）大槻医院（☎７１２７－３４２４）西村クリニック（☎７１２３－００５０）１７日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）はたのこどもクリニック（☎７１２３－７１２１）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）２４日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）野田病院（☎７１２７－３２００）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）３１日（日）

▼「
情
報
化
社
会
」と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
で

す
が
、
先
日
、
総
務
省
の
調

査
で
、
２
０
０
７
年
年
末
時

点
で
の
携
帯
電
話
の
世
帯
普

及
率
が
　
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
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っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

し
た
▼
携
帯
電
話
は
と
て
も

便
利
で
す
が
、
自
分
の
電
話

番
号
は
な
か
な
か
覚
え
ら
れ

な
い
も
の
で
す
▼
市
役
所
の

代
表
電
話
番
号
は
◯０４ 
７
１
２

５
・
１
１
１
１
。
１
が
四
つ

で
と
て
も
覚
え
や
す
い
番
号

で
す
。
市
報
掲
載
の
問
合
せ

先
が
担
当
課
名
の
み
の
場
合

は
、
代
表
電
話
番
号
に
お
か

け
い
た
だ
き
、
課
名
を
い
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
担
当
課
へ

お
つ
な
ぎ
い
た
し
ま
す（
こ
）

　
宮
本
常
一
が
「
林
業
金
融
基
礎

調
査
報
告
（
　
）」
を
作
成
の
た
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め
、
河
岡
武
春
（
の
ち
の
日
本
常

民
文
化
研
究
所
所
長
）
や
高
松
圭

吉（
の
ち
の
相
模
女
子
大
学
教
授
）、

東
京
農
業
大
学
の
学
生
な
ど
と
川

間
村
の
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
昭

和
　
（
１
９
５
６
）
年
５
月
　
日
、

31

19

　
日
、６
月
１
日
の
こ
と
で
し
た
。

21　
当
時
の
宮
本
の
日
記
に
よ
れ
ば
、

中
里
の
古
谷
誓
二
氏
（
１
９
１
７

～
１
９
９
９
）
を
訪
ね
、
川
間
村

の
現
況
や
歴
史
な
ど
を
聞
い
た
り

調
べ
た
り
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　
誓
二
氏
の
長
男
・
 量
洋
 （
１
９

か
ず
ひ
ろ

４
７
～
）
さ
ん
は
「
小
学
３
年
生

（
昭
和
　
年
）
の
時
、
部
屋
中
い

31

っ
ぱ
い
に
文
書
が
広
げ
ら
れ
て
い

る
光
景
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
祖

母
に
、（
役
場
か
ら
）
明
日
も
調
べ

に
来
る
か
ら
文
書
は
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
さ
わ
っ
て
は
い
け
な
い
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
二
男
の
繁
雄
さ
ん
（
１

９
４
９
～
）
は
「
学
者
が
学
生
を

連
れ
て
店
（
道
路
に
面
し
た
部
屋

の
こ
と
）
で
調
べ
も
の
を
し
て
い

っ
た
」
と
、
父
親
か
ら
聞
い
た
そ

う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
宮
本
が
川
間
で
撮

っ
た
写
真
の
中
で
、
場
所
が
特
定

で
き
る
６
枚
の
う
ち
、
残
り
の
２

枚
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
は
、
２
階
建
て
の
川
間
村
公

民
館
と
平
屋
の
川
間
村
役
場
で
す
。

　
手
前
に
は
麦
畑
が
広
が
っ
て
い

ま
す
が
、
現
在
は
建
物
が
あ
る
た

め
、
宮
本
が
撮
影
し
た
場
所
に
立

つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
公
民
館
前
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
杉
や
松
、役
場
の
門
柱
、「
 染
  谷
 

そ
め
 
や

 亮
 
り
ょ
う

 作
  翁
 

さ
く
 お
う

 頌
 
し
ょ
う

 徳
  碑
 」
な
ど
は
、
撮
影

と
く
 
ひ

か
ら
　
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
現
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存
し
て
い
ま
す
。

　
よ
く
見
る
と
、
公
民
館
の
屋
根

瓦
部
分
に
「
公
民
（
館
）」
の
文
字

が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
下
は
、
川
間
村
公
民
館
の
２
階

東
側
の
窓
か
ら
、
麦
畑
と
川
間
村

立
川
間
小
学
校
（
写
真
左
）
を
望

ん
だ
風
景
で
す
。

　
写
真
の
川
間
小
学
校
は
、
林
学

者
・
本
多
静
六
に
師
事
し
、
村
議

や
村
長
な
ど
を
歴
任
し
た
染
谷
亮

作
の
構
想
に
基
づ
き
、
明
治
　42

（
１
９
０
９
）
年
と
大
正
５
（
１

９
１
６
）
年
に
建
て
ら
れ
た
校
舎

で
、
昭
和
　
年
頃
ま
で
使
わ
れ
て

41

い
ま
し
た
。

　
三
角
の
屋
根
の
黒
く
見
え
る
建

物
は
講
堂
で
し
た
。

※
文
中
敬
称
略（
次
号
へ
つ
づ
く
）

【
参
考
資
料
】「
宮
本
常
一
写
真
・

日
記
集
成
」
毎
日
新
聞
社


